
高 原 の 乙 女

(後 篇)

―バーンズをして詩聖たらしめたメア

リー･キャムベル―

富 田 光 行

☆

ここまで来ると,我々第三者は,いづれの方向

に顔をかたむけるべきかが,判らなくなる｡然し,

MrMauriceLindsayは極めて論理的にして科学

的であるから,彼の主張にもう少し従って行くこ

とにしよう｡そして,さうすることが我々を何ら

かの確信に導いてくれることであらう｡彼は,吹

の如 くに言ふ- 若干の人々は,これをこじつけ

と思ふかも知れない｡幸ひにも,我々は1906年の

Burns年代記を書いてゐるMrAlanBayneとい

ふ証人をもつ｡

高原のMaryはその絶頂時代に

あったBurnsの霊動者 として永却

に残 り,そして,それ故に,彼には

永遠に結びつけられてゐる｡そして,

この理想的な乙女を決め定けようと

謀るところの人は誰でもは,すべて

心の清い人々によって,非難される

に価する｡

彼の撃明に於ける最初の部分は勿論馬鹿気たも

のである｡その生きてゐた ｢高原のマリア｣によ

せてBurnsが書いたそれら二つの歌は共に平凡

なものである｡｢芙はしのアフトン｣はその反対に

対 す るGilbertの 主 張 に も拘 らず,Mary

Campbellに言及してゐるとは大抵の権威者達に

よって全然考へられてはゐない｡｢天上のマリア

に｣と他の人々によって呼ばれてゐるあのヒステ

リックな詩とのみが残ってゐるに過ぎない｡

結局,私を駆り立てて,Hendryの場合とHilton

Brownによる裁判上の警告とを十分に考-た後

The Highland Lassie

(The Second part)

―Mary Campbell making Burns the 

Great poet―

by Mitsuyuki Tomita

Comingthusfar,wethirdpersonscannot

discernwhichdirectiontoface.MrMaurice

Lindsay,however.isverylogicalandscientific

sowewillfollowhisoplnlOnalittlefurther,

whichmayleadustosomeproperconclusion,

Hesaysasfollows:- Somereadersmaythink

thisfarfetched.Fortunatelywehaveaswitness

aMrAlanBayne,writtenintheBurnsChro-

nicleof1906:

HighlandMaryforeverremains

astheinspirerofBurnsathisbest,

andsoislinkedtohimeternally;

andwhoeverseekstodefinethis

idealmaidendeservesthereproba-

tionofallpuremindedmenand

women.

Thefirstpartofhisstatementis,ofcourse,

nonsense.ThetwosongsBurnswrotetothe

living H̀ighlandMary'arebothmediocre.

(̀SweetAfton',inspiteofGilbert'sassertion,to

thecontrary,isnotthoughtbymostauthorities

torefertoMaryCampbellatall.)Thereremains

onlythehystericalpoemcalledbyothers T̀o

MaryinHeaven'.

Ẁhatfiallyimpelsme,afterdueconsidera-

tionoftheHendrycaseandofHilton'sjudicial
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に,MaryCampbellはBurnsの子供を生みなが

ら死んだといふ見解をSnyderと共に受け入れる

や うにとさせ るのは,そのエ ピソー ドが詩人

(Burns)の身上話に改装されるときは,如何なる

他の解明も実際は意味をなさないやうに見えると

いふ実情である｡

Maryの死後,10月もおそくなって,或る午后

のこと,未知の手によって宛名を書かれた一過の

手紙がRobertに配達された｡最年少の妹が後で,

DrChambersに語ったところによると,Robert

はもっと光を採らうとして,窓の所へそれを近づ

け,それを謹むと,彼の顔は蒼白になり,その後,

部屋の誰にも一言さ-いはずに,くるりと向きを

変えて,その農場から大股に出た｡この不思議に

混乱させる手紙が誰によって書かれたのかを知る

者は一人もないし,また内容の精確な性質を知る

者が一人もない｡然し,もしそれがMaryの父か

らの又は兄弟達の一人からのものであるならば,

それは勿論荒々しい言葉で言ひ表されるだらうこ

とだった｡Campbell家の男達は彼女の死後,

Burnsの名前を出すことを禁じ,Maryと詩人と

の関係を論ずることさ-も拒絶し,また彼から彼

女への手紙は全部を焼いてしまったと考へられて

ゐる｡もし,Robertの一子がMaryの夷折に係る

少くとも補助的な原因ではなかったならば,彼ら

はそのやうな極端の態度を採ったであらうか｡さ

う考-ることはむづかしい｡

Snyderがそれを説明するやうに,｢彼の生涯に
於ける唯この時期にだけ,我々の知る限りに於て,

女性に対するBurnsの仕末にお-ない愛欲は彼

女に彼女の生命を,そしてまたその子供の生命を

も夫はせた｡｣もし,そのやうなことがさうである
ならば,普通並みに傷つき易い感情をさ-持つ男

性は誰も,わが良心の吋貢を押-つけようと最善

をつくすであらうし,また自分が思ひ出すと必ず

蓋恥と後悔とを感ずるやうなエピソー ドについて

語るのを避けるだらうことだった｡

我々は,ここで,MaryとBurns

彼女の遺品 と二人に関する遺品について,ち

う少し考-てみたい｡何故に,戟

Cautioning,toacceptwithSnyderthetheory

thatMaryCampbelldiedbearingBurns'schild

isthe factthatnootherinterpretationreally

appearstomakesent･whentheepisodeis

refittedthestoryofthepoet'slife.

OneafternooninlateOctober,afterMary's

death, àletterwasdeliveredtoRobert,ad-

dressedbyanunknownhand.hisyoungestsister

laterrelatedtoDrChamt)ersthatRoberttookit

overtothewindowtogetmorelight;thatashe

readit,hisfaceturnedpale;andthatthereafter,

Withoutawordtoanyoneintheroom,he
turnedonhisheelsandstrodeoutofthefarm.

Nooneknowsbywhomthisstrangelydisturb-

ingletterwaswritten,northeprecisenatureof

itscontents.Butifitll･aSfromMary'sfather,

orfromoneofherbrothers,itwouldnodoubtbe

couchedinharshterms,ThemaleCampbells

aresupposedtohaveforbiddenthementionof

thenameofBurnsafterherdeath;tohare

refusedeventodiscussthepoet'srelationship

withMary;andtohaveburnedallhisletters

toher.Wouldtheyhaveadoptedsuchanex-

tremeattitudeifachildofRobert'Shadnot

beenatleastacontributorycauseofMary's

earlydeath?Ⅰtishardtothinkso･

ÀsSnyderputsit:̀Fortheonlytimeinhis

career,sofarasweknow,Burns'slawlesslove

ofawomancostherlife,andthelifeofher

child.'IfstlChisso,anymanwithevennormally

sensitivefeelingswoulddohisbesttobottleup

hisremorse,andwouldavoidtalkingaboutan

episodewhichhecouldnotrecallwithout

sllameandregret.

Weherewanttothinka

HerRelics. littlemoreaboutsomerelics

concerned with both Mary

々はさうしたいのか｡それは,人生の方向を決定 andBurns.Whydowewantto?Itisbecause
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するものは唯単に精神的なものであるばかりでは

なくして,また物質的なものでもあるからである｡

彼ら二人の問に交換された聖書については,すで

に述べられてしまってゐる｡それでは,これらの

外に,まだ何か他にはなかったのか?

1786年秋の初め,Maryは預想される生活変化

に対する準備をすべ く,Campbeltownに行き,そ

して十月の初めまで,そこに留まり,それからそ

の父に伴はれてGreenockに戻った｡八月と十月

との間に於ける彼女とその婚約者 (Burns)との間

に交はされた文通は,最も興味のある性格のもの

であったにちがひない｡それが何であったか,今

は知ることが出来ない｡Maryによって受取られ

たそれらの手紙は彼女によって敬虞に保管され,

そして,その後,その家庭によって愛情ゆたかに

秘蔵された｡

然しながら,幾年も後になって,詩人の信望が

傾き,そしてまたCampbell家の人々に,彼と彼ら

が関係あるため,痛烈な皮肉が浴びせられたとき,

Maryの兄がその貴重な蒐集物を航づ くで我が物

にし,そしてその家族に於ける他の者達による抗

議と憎悪とさへもの中で,それを火に投じてし

まった｡その中に,Maryが恋人の手紙をしまひこ

んだ箱を,どうにかかうにかして,最近紛失して

しまったことは,彼女の二 ･三親戚のもの達に対

して,それが彼らの所有する最後の遺品たるの故

に,大きな痛恨を生ぜしめたのである｡

Maryに寄せる

Burnsの詩

BurnsがMaryに寄せて幾

篇の詩を作ったかといふことは

興味のある問題である｡それら

の二つは,すでにその数行が示されてゐる｢おお !

高原の乙女｣と ｢おん身はインド諸島へ行 く意あ

りや｣とである｡それ故に,我々は次の如くに,

一般に知られてゐる二 ･三篇を掲げることにしよ

う｡それらは ｢静かに流れよ,うきしきアフトン｣

と ｢高原のマリア｣と ｢天上のマリアに｣とであ

る∩

whatleadshumanlifemustbenotonlyspiri-

tualbutalsomaterial.TheBiblesexchanged

betweenthem twohavealreadybeentold

about.Well,Weretherestillnotanyothersthan

these,then?

Àtthebeginningoftheautumnof1786Mary

wenttoCampbeltowntomakepreparationsfor

hercontemplatedchangeinlife,andthere

remainedtillthebeginningofOctober,when

shereturnedtoGreenockaccompaniedbyher

father.Theco汀eSpOndencethatpassedbetween

herandherbetrothedbetweenAngustand

Octobermusthavebeenofthemostinteresting

character.Wh atitwascannotnowbeknown.

ThelettersreceivedbyMarywerereligiously

preservedbyher,andafterwardsaffectionately

treasuredbyherfamily.

Maryyearslater,however,whenthepoet's

reputaiondeclinedandtauntswerehurledat

theCampbellsonaccountoftheirconnection

withhim,Mary'Selderbrothergotforcible

possessionofthepricelesscollectionand,amid

theremonstrancesandeventheexecrationsof

therestofthehousehold,committedittothe

flames.Therecentlossbysomemeansorother

oftheboxinwhichMarystowedawayher

lover'slettershasoccasionedherfewsurviving

relativesmustregret,asitwasthelastrelic

theypossessed.

Burns'sPoems

toMary

Itisaninterestingquestion

howmanypoemsBurnsmade

toMary.Twoofthem are

H̀ighlandLassie,0'and Ẁillyegotothe

lndies,myMary?',somelilleSOfwhichhave

alreadybeenshown,We,therefore,shallquote

thefewwhicharecommonlyknown,asfollows.

TheyarèFLOWGENTLY,SWEETAFTON',

T̀OMARYIN HEAVEN'and H̀IGHLAND

MARY'.Let'sseethembyturns.
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静かに流れよ, うましきアフ トン

メロディーは ｢きいろい髭の坊や｣と同じ

静かに流れよ,うましきア7トン

おん身のみどりなる丘の問に

静かに流れよ,われはおん身をば

たたえんがため歌一つうたはん

わがマリアには眠りにつきてあり

おん身のささやく小川のほとりに

静かに流れよ,うましき77トン

乱してきますな 彼女の夢をば

おん身,かはら鳩,おん身の餌は

ひびきて渡る かの谷間くまなく

おん身ら,つぐみ達 口笛ならす

かなたなるさんざしの茂る谷に
I:Alq

おん身ら,みどりの兜ある鴫よ

つつしみたまへ おん身の叫びをば

われはおん身に命ず かきみだすな

わが眠りである美はしの人を

何たる高くうるはしのアフトン

近くに横はるおん身の丘は

清らかなる うねりまはる小川の

それら流路に はるか跡を残す

そこにて日毎 われさ迷ひ歩く

真昼の高く 立ち上り居るとき

わが群なす羊とわがマリアの

たのしき小屋とをわが眼におさめつ

おん身の堤と みどりの谷間は

下にありて 何とたのしきことか

そこにては 隈なく林地の中

かの桜草たちは乱れ咲けば

そのところ 穏やかなる夕暮は

しばしば草地の上にて泣くとき

それの匂ひ 芳ほしさ樺の木は

わがマリアとわれとを蔭にかくす

77トンよ,おん身の澄める小川は

その何たる美はしく流れゆき

それより うねり曲がって過ぎてゆく

わがマリアの住み家とする小屋辺を

おん身の水たちは 何と気ままに

彼女の白き足を洗ふことか

FLOW GENTLY,SWEETAFTON

Tune- TheYellow･hairedLaddie

Flowgently,SweetAfton,amongthy

greenbraes,

Flowgently,Ⅰ'1lsingtheeasonginthy

praise;

MyMary'sasleepbythymurmuring

stream.

Flowgently,SweetAfton,disturbnother

dream.

Thoustock-dovewhoseechoresounds

throughtheglen,

Yewildwhistlingblackbirdsinyon

thornyden,

Thougreen･crestedlapwingthyscream-

ingforbear,

ichargeyoudisturbnotmyslumbering

fair.

Howlofty,SweetAfton,thyneighbour

inghills;

TheredailyIwanderasnoonriseshigh,

MyflocksandmyMary'ssweetcotinmy

eye.

Howpleasantthybanksandgreenval-

1eysbelow,

Wh erewildinthewoodlandstheprim-

rosesbelow;

ThereoftasmildevenlngWeepsOVerthe

lea,

ThesweeトscentedbirkshadesmyMary

andme.

Thycrystalstream,Afton,howlovelyit

glides,

AndwindsbythecotwheremyMary

resides;

Howwantonthywatershersnowyfeet

lave,
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芳はしき小花達を集めつつ

なが澄む波を彼女の止めるとき

静かに流れよ,うましき77トン

おん身のみどりなる丘の問に

静かに流れよ,うるはしき川よ

わが作る歌達の題目たる

わがマリアには眠りにつきてあり

おん身のささやく小川のほとりに

静かに流れよ,うましき77トン

乱してきますな,彼女の夢をば

父の財産がNewCumnockの近く,Nith河に

係るAyrshireの一支流たるア7トンの流域にあ

るところのMrsStewartofStairに敬意を表し

て,この歌は作られたのであるとDrCurrieは述

べてゐる｡MrsStewartはBurnsを知ってゐたか

又は如何なる友情たりともきしのべた身分一流人

物の一人であったのか,のことが思ひ出されるこ

とであらう｡その兄が作った題 目に関するMr

George Thomsonの覚え書きに報導を流すMr

GilbertBurnsによる紙中で,｢静かに流れよ,う
ましきアフトン｣はこのやうに指摘されてゐる｡

日く,｢かの詩人に係る高原のマリア｡然し,DrC.
は前記の詳細なる点の数個に於て,誤報をしてし

まった｡然し,彼は反駁されてはならないのであ

る｡｣と｡｢MrGi一bertBurnsがその問題について,

正確な情報を輿へられてゐるかどうかは疑はしい

かも知れない｡｣とMrRobertChambersはその
著第三巻 (246頁)で言ってゐる｡

然し,この美しい歌について,詩人の最年長弟

GilbertとMrsDunlopの娘一人とが共に,それが

熟愛され,思い出ながい ｢高原のマリア｣につい

て書かれたのであるとBumsが言ふのを彼らは

しばしば聞いたことを断言してゐる｡それ故に,

我々はこれら二つの相異る議論によって作られた

十字街頭に立ってゐるかのやうに思はれる｡結局,

詩人自身の断言を信ずるよりほかには,どうしよ

うもないのである｡これは1786年,齢27才の時

に作られたものである｡

Asgatheringsweetnoweretsshestems

thyclearwave.

Flowgently,SweetAfton,amongthy

greenbraes,

Flowgently,Sweetriver,thethemeof

mylays;

MyMary'sasleepbythymurmuring

stream,

Flowgently,SweetAfton,disturbnother

dream.

DrCurriestatesthatthissongwascomposed

inhonourofMrsStewartofStair,whosとpaternal

propertywassituatedonthebanksofthe

Afton,anAyrshiretributaryoftheNith,near

NewCumnock.MrsStewart,itwillberecollect･

ed,wasoneofthefirstpersonsofrankwho

kneworextendedanyfriendshiptoBurns.Ina

paperbyMrGilbertBums,communicatingto

Mr George Thomson memoranda ofthe

subjectsofhisbrother'ssongs,̀Flowgently,

SweetAfton'isthusnoticed:- T̀hepoet's

HighlandMary.ButDrC.misinfomedinseve-

raloftheaboveparticulars;buthemustnotbe

contradicted.‥ItmaybedoubtedifMrGilbert

Burnswasrightlyinfomedonthesubject',says

MrRobertchambersinhisworkV.ⅠⅠⅠ(p.246).

Òfthissweetsong,however,bothGilbert

Burns,thepoet'seldesttbrother,andadaughter

ofMrsDunlopaffirm thattheyfrequently

heardBurnssaythatitwaswrittenuponthe

dearlylovedandlong-remembered H̀ighland

Mary'.Itseems,therefore,asifwewere

standingatthecrossroadsmadebythesetwo

differentarguments.Finallythereisnoother

choicebuttobelievethepoet'sownaffirma-

tion.Thiswascomposedbyhim,aged27,

in1786.
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高原のマリア

おん身ら堤よ 丘 ･小川よ

モントゴメリーの 城をめぐる

みどりなれ,森 花うつくしく

おん身の流れ 濁らずにあれ

そこに夏まづ 衣をひろげ

そこに 残れよ いとおそくまで

そこにて われは 別れて最後

いとしき高原の マリアとの

げに 佳く咲けり 明緑の捧

げに 豊かなり さんざしの花

それらの 芳ほしさ 木蔭にて

われは 彼女を ひしと抱きたり

黄金の時は 天使に乗りて

飛び越え去れり われと愛女を

われには 光と命のこど

わがめづる 高原のマリアは

幾多 誓ひて 固く抱き合ひ

われら別れぬ 愛情こめて

また後しばしば 会ふと誓ひ

われら二つに 己を裂きぬ

されど死の霜 不時にも降りて

かやうに早く わが花枯らす

芝土みどり 枯土つめたく

今 包む 高原の マリアを

ああ 今 昔し 紅き唇

かくも 甘き しばしの口づけ

また 泉還に とぢたる きらめ く眼

かくも優しく われをみつめし

黙す土中に 朽ちつつあるは

われを熟愛せし あの心

されど あるべし わが心根に

わが高原の マリアは 生きて

これは,その高原の乙女に対するBurnsの熱情

に係るもう一つまた別の偉大なる作品である｡そ

の発行者Thomsonに宛てて,彼は言ふ｡｢前に述

べた歌 ･｢高原のマ リア｣は私自身も満足です｡

HighlandMary

Yebanks,andbraes,andstreamsaround

Thecastleo' Montgomerie!

Greenbeyourwoods,andfairyourflowers,

Yourwatersneverdrumlie:

Theresimmerfirstunfauldherrobes,

Andtherethelangesttarry;

ForthereItookthelastfareweel

O'mysweetHighlandMary.

Howsweetlyblossomedthegaygreenbirk,

Howrichthehawthorn'sblossom,

Asunderneaththeirfragrantshade

Iclaspedhertomybosom!

Thegoldenhours,onangelwings,

Flewo'ermeandmydearie;

Fordeartome,aslightandlife,

WasmysweetHighlandMary.

Wi'monyavow,andlockedembrace,

Ourpartingwasfu'tender;

And,pledgingafttomeetagain,

Wetoreoursel'sasunder:

But,oh!felldeath'suntimelyfrost,

Thatniptmyflowersaeearly!

Nowgreen'sthesod,gndcauld'stheclay,

ThatwrapsmyHighlandMary!

0pale,palenow,thoserosylips,

Iafthaekissedsaefondly!

Andclosedforayethesparklingglance

Thatdweltonmesaekindly!

Andmoulderingnowinsilentdust

Thatheartthatlo'edmedearly!

Butstillwithinmybosom'score

ShalllivemyHighlandMary.

T̀hisisanothermagnificentcompositionof

Burns'spassionforhisHighlandlassie.Writing

toThomson,hispublisher,hesays:̀Thefore-

それは私の一番適切な方法によってゐると思ひま goingsong"HighlandMary",pleasesmyself;1
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す｡あなたは,それがあの曲に適合するだらうと

いふことを,すでに-E]でお判りになることで

しょう｡この歌題はわが青春時代の最も興味ある

事件の一つです｡また,名聾を保証するであらう

ところの曲にそれらの詩行が仕組まれるのを見

て,自分が大変得意になるであらうと,私は認め

るのです｡多分, 結局この作品に於ける功罪に一
うわぐすり

つの借り入れた粕薬を投ずるのは私の心に於て,

尚燃えつつあるその偏見なのです｡｣と｡それで,

Thomsonは答-て言ふ｡｢｢高壕のマリア｣によせ

るあなたの詩文はまさに入手いたしました｡それ

らは詩といふものの純精な精神を放ってゐて,そ

の楽曲のやうに,永久に存続するでありましょう｡

Pleyelの繊美な--モニーをもって尚附け加へ

られる,そのやうな音曲と合体されると,そのや

うな詩文はアポロにさ-呈上される価値ある饗鷹

となるかも知れません｡私はあなたのMaryに関

するあの悲惨な物語を聞いてしまってゐます｡あ

なたは彼女について書く時,いつも霊感を輿へら

れるやうに見えます｡｣と｡

おお.高原の乙女

如何に育ちよき淑女なりと

如何に美しからんとも

わが文芸神の関心を

惹きつけることゆめあらじ

彼女らのもつ称号は みな

空しくもみせかけなれば

われに輿へよ わが高原の

若くいとし乙女を ああ

合 唱

かく濯木茂る 谷の中

かく蘭草 生ゆ 野原の上に

われは 坐しぬ いとよき意志もて

わが高原の かはゆき乙女をば

うたふために

ああ,かなたなる丘また丘と

谷また われのものならば

thinkitisinmyhappiestmanner:youwillsee

atfirstglancethatitsuitstheair.Thesubjectof

thesongisoneofthemostinterestlngpassages

ofmyyouthfuldays;andlownthatlshouldbe

muchflatteredtoseetheversessettoanair

whichwouldinsurecelebrity.Perhaps,afterall,

t̀isthestillglowingprejudiceofmyheartthat

throwsaborrowedlustreoverthemeritsofthe

compositoon.'AndThomsoninreplysays:

Ỳourversesupon"HighlandMary"arejust

cometohand;theybreathethegenuinespiritof

poetry,and,likethemusic,willlastforever.

Suchverses,unitedtosuchanair,Withthe

delicateharmonyofPleyelsuperadded,might

forinatreatworthyofbeingpres,entedto

Apollohimself.Ihaveheardthesadstoryof

yourMary:youalwaysseeminspiredwhenyou

writeofher.I

THEHighlandLASSlE,0

NAEgentledames,tho'ne'ersaefair,

Shalleverbemymuse'scare;

Theirtitlesa'areemptyshow';

GiememyHighlandLassie,0

CHORUS

Withtheglensaebushy,0,

Aboontheplainsaerashy,0,

Isetmedownwi'rightgudewill

TosingmyHighlandLassie,0.

0wereyouhillsandvalleysmine,
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かなたの宮殿と うるはしき

固また われのものならばhぎり
その和 にこそ 世間をして
かの 愛をば 知らしむべし

わが高庇の いとし乙女に

向ひて 抱く愛を ああ

合 唱

さはあれど 気まぐれ 運命は
ひんしゆく

わが上に肇 窪 をなげ

しかして われは あの荒れ狂ふ

海を越え行かざるを得ず

さはあれど わが紅なる血

流れ ながれて 行くかぎり

われは わが高床の いとし乙女を

愛しみて 行かなん ああ

合 唱

とつくに
たとひ われが外囲の土地を

貫き迷ひあらんとも

われは知る 彼女の心根に

変ること ゆめ あらざるを

彼女の心は貞淑なる

熱情もて 燃ゆればなり

われに対しては 誠実なる

いとし高原乙女 ああ

合 唱

彼女の ためならば われ歓へて

波の乳管に挑まん

彼女の ためならば われ辿り

探しなん 遠き岸辺も

そは インディアンの財宝にて

その栄光を放つため

わが高原の いとし乙女を

あたりくまなく めぐり ああ

合 唱

わが心は彼女のものなり

わが手もまた彼女のもの

秘そやかなる真実によりて

また貞淑の杵にて

YonpalaceandyonEar.densfine,

Theworldthentheloveshouldknow

IbearmyHighlandLassie,0･

withtheglen,etc.

Butficklefortunefrownsonme,

AndImauncrosstheragingsea;

Butwhilemycrimsoncurrentsflow,

Ⅰ'lHovemyHighlandLassie,0.

Withtheglen,etc･

Altho'thro'foreignclinesIrange,

Iknowherheartwillneverchange,

Forherbosomburnswithhonor'sglow,

MyfaithfulHighlandLassie,0.

withtheglen,etc.

ForherI'lldarethebillow'sroar;

ForherI'1ltraceadistantshore;

Thatlndianwealthmaylustrethrow

AroundmyHighlandLassie,0.

withtheglen,etc.

Shehasmyheart,shehasmyhand,

Bysecrettruthandhonor'sband!
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かの致命的となる打撃が

われをうちたふきんまでは

われほ おん身のものにてあるよ

わが高原の乙女 ああ

さらば,潅木茂る谷 ああ

さらば,蘭革の生ゆる原 ああ

異邦に 今は われ行かざるを得ず ああ

わが高原の乙女を うたふため ああ

1786年の春に,Burnsは一つの歌を書いた｡こ

れがそのTheHighlandLassie,0であるOその

間に白紙を挟まれたMuseumの証で,Burnsは

｢これは私がまだ世に出ない人生の極初期に自分

で作あたものなのですよ｡私の｢｢高原の乙女｣は

寛大な愛をもって,つねに一人の男性を祝福して

くれる類の心温い魅力ある若い人間でした｡｣と｡

〔そのMuseumは曾てCromek(RobertHartly:

1770-1812)によって,偽物であると思ほれてゐた

が,1930年 7月,かのPhilologicalQuarterlyの

論文で,FergTISOn(DeLancy教授)によって,

本物であることが示された｡この歌は,その内容

からして判断できるやうに,BurnsがMaryを知

り,そしてそれからインド諸乗へ行かうとしてゐ

る頃に作られたものと想像されよう｡〕

天上のマリアに

いとしき逝ける霊 ･わがマリア

ためらふおん身･星よ

朝まだきに向ひて

またもや おん身は なす

わがたましひ よりして

ああ マリア

いづこに ありといふか

おん身は 日に入れるや

Tillthemortalstrokeshalllaymelow,

Ⅰ'mthine,myHighlandLassie,0.

withtheglen,etc.

Farewell,theglensaebushy,0!

Farewell,theplainsaerashy,0

Tootherlandslnowmustgo

TosingmyHighlandLassie,0I

Inthespringof1786,Burnswroteasong.

Thiswas̀TheHighlandLassie,0'.onanotein

theinterleaved M̀useum',Burnswrote:"This

wasacompositionofmineinveryearlylife,

beforeIwasknownatallintheworld.My

HighlandLassiewasawarm･hearted,Charming

youngcreatureaseverblessedamanwith

generouslove. 〔The M̀useum'wasonce

thoughttobeaforgerybyCromek(Robert

Hartly･.177011812),butshown by Fer酢lSOn

(Prof.DeLancey)inanarticleintheP̀hiloso-

phicalQuarterly',July1930,tobegenuine.〕

Thissong,aswecanjudgefromthecontent,

Canbeimaginedtohavebeenmadeinthetime

whenBurnsKnewMaryandthenhewasgoing

totheIndies.

薄れゆく光もつ

言葉かけるを好む

かの日を導き入る

わがマリアを割きにし

いとしく亡き霊

なが憩ひの楽土は

倒れたる恋人を
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TO MARYIN HEAVEN

MY MARY,DEAR DEPARTED

SHADE

THOUlig'ringstar,withless'ningray,

Thatlov'sttogreettheearlymorn,

Againthouusher'Stintheday

MyMaryfrommysoulwastorn.

0Mary!deardepartedshade!

Wh ereisthyplaceofblissfulrest?

See'stthouthyloverlowlylaid?



胸さく かの坤きを おん身は耳にするや

かの聖なる 時をば われは忘るを得んや

かの聖なる 林を われは忘るを 得んや

そこにて 我ら 全へり うねる エイルの ほとり

別れ去り行く恋の 一日を過さんと

永遠 も 消すことをば能はず

過ぎし狂喜に係る かの尊さ記録を

我らがせし 最後の ながき抱擁の態-

ああ,つゆ測らぎりき 我らの最後なるを

エイルは喉を鳴らし

深み行くみどりなる

かの鎮郁たる樺

その伏惚たる場に

花 乱れ

烏は歌ひぬ 愛を

あまりにも速かに

我らに告ぐるまでは

小石の岸にキスし

原始林もて蔭ふ

霜白き さんざLは

なまめかしく絡みぬ

咲きぬ 抱かれんとて

技また枝の上に

夕映える西空の

異ある速さ日を

いまだわが追憶は これら場に醒めてあり

しかして やさしく抱く 守銭奴の配慮もて

時は その感銘を 尚 強くせしむのみ

小川 その底を 尚 深く掘る如く

わがマリア ! いとしき亡き霊

いづこにありといふか なが憩ひの楽土は

おん身は目に入れるや 倒れたる恋人を

おん身は耳にするや 胸 さくかの坤きを

Burnsが最 も熱烈に愛し,またその死が彼を最

Hear'stthouthegoaれsthatrendhis
breast?

Thatsacredhourcan1forget,

Caniforgetthehallow'dgrove,

WherebythewindingAyrwemet,

Toliveonedayofpartinglove!
Eternitycannotefface

Thoserecordsdearoftransports

past;

Thyimageatourlastembrace,-

Ah!littlethoughtwe t̀wasour
last!

Ayr,gurgling,kiss'dhispebbledshore,

0'erhungwithwildwoodsthick'ning

green;

Thefragrantbirch,andhawthornboar

Twin'damorousroundtheraptur'd

SCene;

Theflowerssprangwantontobeprest,

Thebirdssangloveoneveryspray;

Tilltoo,toosoon,theglowlngWest

Proclaimedthespeedofwingさdday.

StiHo'erthesescenesmymem'rywakes,

Andfondlybroodswithmisercare!

Timebutth'impressionstrongermakes,

Asstreamstheirchannelsdeeper

Wear.

MyMary!deardepartedshade!

Whereisthyplaceofblissfulrest?

See'stthouthyloverlowlylaid?

Hear'stthouthegroansthatrendhis

breast?

1twasMaryCampbell(HighlandMary)

も悲しませたのは,MaryCampbell(Highland whom Burnsardentlylovedandwhosedeath

Mary)であった｡1786年 10月の後半に於ける彼 grievedhim mostfuriously･Threeyearshad

女の死以来三ヶ年がすでに過ぎ去ってゐた｡然し, passedsinceherdeathinthelatterpartof

Ellis-1andで,収穫の末期にあたり,不図,Mary October1786.Butatlllislandadaycameatthe
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の命日が彼の心に蘇る日が来た｡Burns夫人の陳

述によると,彼は収穫の普段と変らぬ作業に寒さ

の中を従事 し,明らかに元気潜刺として,その日

を過 した｡然し,黄昏が深まりゆくにつれて,彼

は ｢何事かについて,痛く悲しげ｣になって行 く

やうに見え,そしてつひには裏庭の中-とさまよ

ひ出た｡それで,彼の妻は心配になって,彼の後

をつけ,霜が降り始まってゐることを認め,そし

て炉辺に戻るやうにと懇願したが,無駄であった｡

幾度も繰り返して,さうするやうにと求められる

と,彼は素直になることを約束した｡然し,尚,

その場に居つづけ,ゆっくりとあちこち大股に歩

き,特にその晴れて星降るやうな空を咲想しつつ

あった｡

最後に,Burns夫人は彼が沢山に積んだ藁の上

に身を延ばし,彼の眼が ｢もう一つまた別な月の

やうに輝くところの｣或る美しい惑星に注いでゐ

るのに気がつき,それで中へ入るやうにと彼に勧

めるのであった｡

彼が家に入るや否や,彼はす ぐにその机をもっ

て釆させ,記憶から書き写す人の本当に容易さを

もって,寸分違はず,それらが今あるままに,こ

れらの気高 く哀愁的な詩行を書いたのである｡さ

ういふ訳で,JohnGibsonLockhart(1794-1854)

ち,この歌を｢Burnsの歌謡中,最も崇高なもの｣

と称したのである｡

MrArchibaldMunroはその著TheStoryof

BurnsandHighlandMaryの中で,｢或る時,請

人の妹で,AllowayBridgeの近くに住んでゐる

MrsBeggが,Burnsの詩に大変関心をもってゐ

るやうに見える二人の未知な者達によって,訪問

されたと我々に語ってゐる｡彼らは彼の作品に関

するそれら種々なる版のことをたづねたり,また

二人の中で,年長者の方が自分を大変興味づけて

ゐる一つの詩を聾高らかに読ませてくれるやうに

と求めたりしたのである｡彼はそれから ｢天上の

マリアに｣を請むか吟むかしたのであるが,それ

は満堂涙する結果となったのである｡

MrsBeggがそれを読んだ人の名前を知りたい

と望んだところ,彼は微行(匿名)で旅をしたがっ

てゐるのだと,その相棒が彼女に知 らせるので

あった｡然し,出発しようとして,彼らが玄関に

着 くと,その謹み人は,老夫人の手を取って,

endofharvest,whenthedateofMary'sdeath

wasrecalledtohim.AccordingtoMrsBurns's

statement,hespentthatdaythoughlabouring

undercold,intheusualworkoftheharvest,

andapparantlyinexcellentspirits,Butasthe

twilightdeepened,heappearedtogrow…very

sadaboutsomething",andatlengthwandered

outintothebarnyard,towhichhiswife,inher

anxiety,followedhim,entreatinghiminvainto

observethatfrosthadsetin,andtoreturnto

thefireside.Onbeingagainandagainrequesト

edtodoso,hepromisedcompliance;butstill

remainedwherehewas,stridingupanddown

slowly,andcontemplatingthesky,whichwas

singularlyclearandstarry.

ÀtlastMrsBurnsfoundhimstretchedona

massofstrow,withhiseyesfixedonabeautiful

planet…thatshonelikeanothermoon",and

prevailedonhimtocomein.

Heimmediately,onenteringthehouse,called

forhisdesk,andwroteexactlyastheynow

stand,Withalltheeaseofonecopingfrom

memory,thesublimeandpatheticverses.Such

beingthecase,JohnGibsonLockhart(1794-

1854)alsostyledthissongT̀henoblestofall

Burns'sballads'.

M̀rArchibaldMunro,inhisbookT̀heStory

ofBurnsandHighlandMary,tellsusthaton

oneoccasionthepoet'ssister,MrsBegg,who

livednearAllowayBridge,wasvisitedbytwo

strangerswhoseemedverymuchinterestedin

Burns'spoetry.Theyinquiredforthevarious

editionsofhisworkandtheelderofthetwo

askedpermissiontoreadaloudapoemwhich

interestedhim verymuch.Hethenreador

intonedT̀oMaryinHeaven',attheconclusion

ofwhichallwereintears.

M̀rsBeggdesiredtoknowthereader'sname,

whenhiscompanioninfomedherthathe

desiredtotravelincognito.Butwhenondepart-

ingtheyreachedthedoor,thereadertookthe
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｢Begg｢ん 私は故あって,或る場合には自分の名

前を伏すことがありますし,また貴女に関する限

り,私の名前は少くとも二 ･三日間,当地では秘

密のままであるやうにと,私は期待いたします｡

不滅なBurnsの妹さんに対して,今や有難く喜ん

で,自分 の名 前 を打 ち明け て しまひ ます

- AlfredTennysonだって｡｣と言った｡

☆

さて,我々は次の如く,MaryCampbellに関す

る互に相反する二つの短評を傾聴することにしよ

う｡

(1) それは1891年 10月20日,かのScotsman

に於けるArchibaldMunroによる讃辞である:

-｢マリア･キャムブル｣のそれより以上にわが同
胞の心情をやさしく感動させた名前は恐らくス

コットランド文学にはないであらう｡微賎な家庭

に生れ,一般の注意を惹くには殆ど相歴はしくな

く,また英雄主義に恒久的な或ひは一時的な栄誉

を典へるだけの業績があると思はれるやうなこと

のない境遇の中で育てられたのではあるけれど

ち,この高原の乙女は世評の華やかな一座の中で,

燦然たる星であり,また音昆流を許さぬ称讃の的と

なってゐる｡

彼女は1786年10月20日に死んだ｡Maryとい

ふ名前の光栄は他の星や惑星やそれらと同じやう

に,その魅力をそれ自身より以上に明るく優れた

発光体から取り入れてゐて,そして彼女のそれよ

り初期の状態にして不明であったことが却って,

比較によって,今はその名前を取り囲むところの

光輝を拡大する｡

モラリスト達は彼女の美徳を讃美し,批評家達

は彼女を評梓するとき,自分らの訊刺的な一矢を

いとほしみつつ落してしまひ,また詩人達は彼女

を優れてゐることに対する自分らの考-を博-よ

うとする努力にその資源を枯潤させてしまってゐ

る｡然し,彼女に関する称讃の総和に対席するす

べて彼らの貢献はその霊感に導かれる天才が ｢彼

女の｣について,世間に輿-てゐる写実的な映像

からその発端とその終結とを受け取ってゐるので

ある｡女主人公Maryの生涯と詩の不滅性に係る

agedlady'shandandsaid:MrsBegg,Ihave

reasonsforwithholdingmynameoncertain

occasions,andItrustthatsofarasyouare

concerゎedmynamemayremainasecrethere

forafewdaysatleast.Tothesisterofimmor-

talBurnsihavenowthehonourandpleasureof

confidingmyname- AlfredTennyson.'

☆

Now,wearegolngtOlistentothefollowing

twocommentswhicharecontrarytoeach
other.

(1)ItisatributebyArchibaldMunrointhe

S̀cotsman',20thOctober1891.̀Thereispro-

bablynonameinScottishliteraturethathas

moretenderly touched theheartsofher

countrymen thanthatofMary Campbell.

Thoughbornofanobscurefamily,broughtup

incircumstanceslittlefittedtoattractgeneral

attentionandcreditedwithnoachievement

thatinvestsheroismwithpermanentoreven

temporarydistinction,theHighlandgirlisa

brilliantstarinthegalaxyofFame,andhas

becometheobjectofunmingledadmiration

Shediedon20thOctober1786.Thelustreof

Mary'sname,likethatofothestarsandplan-

ets,borrowsitsfascinationfrom aluminary

brighterandgreaterthanitself,andthevery

obscurityofherearlierconditionenlargesby

contrastthehalo,thatnowencircleshername.

Moralistshavelaudedhervirtues,Critics

havelovlnglydroppedtheirsatiricshaftswhen

commentingonherlifeandpoetshaveex-

haustedtheirresourcesintheirefforttoconvey

theirconceptionsofherexcellence;butalltheir

contributionstothesum ofherpraisehave

takentheirorlglnandcomplexionfrom the

picturewhichinspiredgeniushasgiven-'ofher'-

totheworld.Theinterestcreatedbytheas-

sociationoftheheroine'scareerwiththatofthe
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栄誉を彼女のために獲得した天才詩人のそれ (坐

涯)とを結び合はせることによって創られる関心

が彼女を生んだ地方に制限されてゐないのだと

は,知るも愉快なことである｡イギリス諸島の到

る処と英語を語る世界の到る処とを通じて,彼女

の尊い不幸な運命と彼女の若き死とはCaledonia

が造り出したところの如何なるものとも同じやう

に,誠心誠意の礼讃者と同情者とを探し得てゐる

のである｡

Maryの生活に関する詳細について,我々は極

めて貧弱な説明を持ってゐるに過ぎなく,また彼

女が,初めから終りまで,わが星霜の大部分を通

した場所では,知られてゐるものごとは,甚だ奇

妙なことには,あいにく僅かでしかなく,況や彼

女についての記釜剥まますます僅かでしかないこと

になる｡彼女がその生存中,ほんの二 ･三日を過

しただけの町が,そこで彼女が死んだといふ革な

る偶発事件によって,彼女に関する伝記作者達の

注意を殆ど独占してゐるのである｡首尾一貫した

伝説と同じやうに,公認の文書はDunoonに,､そ

れが彼女の出生地であるといふ栄誉を任定した｡

〔既 に 見 たや うに〕Maryは1768年 に,

Auchamoreに,或ひは,解明によれば,Kim と

Dunoonとの南西部と南東部とを相互に形成して

ゐるところの一地域たるBigfieldに生まれた｡私

(ArchibaldMunro)が思い出すままに50年前に

さうであったのとは,この地域に於ける様相が

すっかり変ってしまって,他の昔からある建物も

加へて,素朴で然も面白いバットアン･ベン (凸

凹になってゐる部屋のある家)にも及んでゐるが,

そこにて,Maryは弧々の聾をあげたのである｡現

代の改良進歩といふ精神はこの有名な田舎家の消

失に関係がある｡

(2) か の ｢Robert Burns｣や ｢Burns

Encychlopaedia｣やを著はした偉大な学者Mr

MauriceLLndsayによると,｢第十九世紀に於け

るMary崇 拝 者 達 はMary Campbellを彼

(Burns)の人生に於ける理想的な｢精神的｣愛人

にさせようと試みた｡然し,私(MauriceLindsay)

がすでに指摘したやうに,その立証は,彼女が,

実際には唯革に,Robert(Bums)の人柄による迫

giftedloverwhohasprocuredforherthe

honourofpoeticalimmortalityisnot,itis

pleasanttoknow,confinedtothecountrythat

gaveherbirth.AllovertheBritishIslesand

throughoutthe Englishspeaking world her

worth,unfortunatefateandherpremature

deathhavefoundadmirersandsympathizersas

cordialandsincereasanythatCaledoniahas

produced.

ÒftheparticularsofthelifeofMarywe

havebutaverymeagreaccount,andcuriously

enoughithappensthatinthelocalitywhere

fromfirsttolastshepassedmostofherdays,

littleisknownandstilllessrecordedofher;

whilethetownwhereshespentbutafewdays

ofherexistencehasbythemereaccidentofher

deaththerealmostmonopolizedtheattention

ofherbiographers.Officialdocumentsas

wellasconsistenttraditionshaveassignedto

Dunoonthehonourofbeingherbirth-place.

〔Aswehavealreadyseen〕 M̀arywasborn

intheyear1786inAuchamoreor,byinterpreta-

tion,Bigfield,aspaceofgroundformingthe

south-westernandsouth-easternpartsofKi一n

andDunoonrespetively.Acompletetransfoma-

tionintheaspectofthedistrictfromwhatit

wasasI(ArchibaldMunro)rememberfifty

yearsagohas,withotherantiquebuildings,

overtakentheplainbutinterestingbut-an'-ben

(:housewithouterandinnerroom),where

Marydrew herfirstbreath.Thespiritof

modernimprovementisanswerableforthe

disappearanceofthenotablecottage.

(2)AccordingtoMrMauriceLindsay,who

publishedthe R̀obertBurnslandthe B̀urns

Encychropaedia',̀theMariolatersofthe19th

centuryattemptedtomakeofMaryCampbell

theideal̀spiritualloveofhislife;but,asI

(MauriceLindsay)havealreadyindicated,the

evidencesuggeststhat.shewas,infact,merely
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力とその欲望に於ける強要とに心を奪はれ,ス

カートをまくり上げる,もう一人の百姓娘であっ

たに過ぎないことを暗示してゐる｡いづれにして

ち,ちょうどそれらのスカートそのものが,それ

以前に,他の人達にも,多分まくり上げられたか

も知れない｡もし,彼 (Robert)が求めるところ

の誰でもが,彼自身の関係保件で,Robertに愛を

典へることが出来たならば,MargaretChalmers

が,まさしくその女性であった｡然し,彼女は斯

く成ることを望まなかった｡

上指された二つの歌とかの詩｢天上のマリアへ｣

とは彼の第二に最善なる状態に於てさ- ち,

Burnsを代表してはゐない｡AllanBayneがして

ゐるやうに,｢高原のマリア｣がその最善なる状態
に於て,Burnsの霊動者として永久に留まるとか,

----また,この理想的な乙女を決め定けよう

と謀るところの誰でもは,すべて心の清らかな

人々によって,非難されるに値すると主張するこ

とは馬鹿馬鹿しいことである! (因みに,処女性

が女性の ｢純粋な｣或ひは ｢理想的｣な状態であ

るといふヴィクトリア王朝の虚蝕を人は笑ふ !)

感傷がBurnsに対する｢ビアトリス｣といふ馬鹿

気た役割にまで持ち上げてしまってゐるこの少女

を見 くびらうと謀ることなしに,かのTrain

Manuscriptに対するJohnRichmondによる当

代の或ひは当代に近い論評が,噂話は噂話として

残る問に,それは少くとも程度の低い基本的な真

実によって霊動されることがしばしばであるとい

ふ警告をもって,引用されることは出来よう｡｣

MrLindsayはRichmond(Grierson氏の密告

者)の陳述を次のやうに引用してゐる｡｢彼女の性

格は極端に放奔であった｡彼女は暫くの問Lord

Eglintonの一兄弟によって｢世話｣をされてゐて,

Caviれ Hamilton附の下埠 であった間,また

Burnsの もの となって ゐ る間 に さ- ち,

Montgomeryと彼女との会合は開け放しがしば

しばであったことがよく知られてゐた｡Montg0-

meryとHighlandMaryとがElbowと呼ばれる

小さい酒場でしばしば会ったと,Richnond(Mr

Griersonの密告者)がMrGriersonに話し,そし

てRobertに彼女の不貞を確信させようと試みた

が無駄であったので,かういふ場合に,彼らは自

分らの主張についての削こよる証言を輿-ようと

anotherpeasontgirlbeguildedintoliftingher

skirtsbytheforceofRobert'spersonalityand

theurgencyofhisdesire.Inanyeventthose

veryskirtsmaywellhavebeenliftedtoothers

before.Ifanyonewhomhesoughtcouldhave

givenRobertloveonhisownterms,Margaret

Chalmerswassurethatwoman:yetshechose

notto.

Theabove-showntwosongsandthepoem T̀o

MaryinHeaven'donotrepresentBurnseven

athissecondbest.Itisthusnonsensetoclaim,

asAllanBaynehasdone,that̀HighlandMary'

foreverremainsastheinspirerofBurnsathis

best--･-･andwhoeverseekstodefinethis

idealmaidendeservesthereprobationofall

pure･mindedmenandwomen.(Onesmiles,in

passlng,attheVictorianpretencethatvirginity

iswoman'S"pure"OrHideal"state!).Without

seekingtobelittlethisgirlwhomsentimentality

haselevatedtotheabsurdroleofBurns's

HBeatrice",thecontemporary,ornearContem-

porarycommentofJohnRichmondforthe

TrainManuscriptmaybequoted,Withthecau-

tionthatwhilegossipremainsgosslp,itisoften

inspiredbyatleastasmalldegreeofbasic

truthfulness.

MrLindsayquotesRichmond(MrGrierson's

informant)'sstatementasfollows:Hercha-

racterwaslooseintheextreme.Shewas̀kept'

forsometimebyabrotherofLordEglinton's

andevenwhileaservantwithGavinHamilton

andduringtheperiodofBurnsattachmentit

waswellknownthathermeetingswithMont一

gomery,Wereopenandfrequentlymetin

asmallalehousecalledtheElbow- andhav-

ingofteninvaintriedtoconviceRobertofher

infidelty,upon thisoccasiontheypromised

toglVeOCularproofoftheirassertions･The
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約束した｡その一行は,かのElbow-と,引き上

げた｡Richmondはその一人であって,そして,彼

らはそこから二つの部屋が右と左と-分れ,その

家が収容してゐるすべての設備があるsicな台所

に･,彼らの座席をとった｡長く待った後で,そし

てまたBurnsが彼らの楕疑を軽蔑し始めてゐた

頃,MaryCampbellがそれら部屋の一つから現は

れ,ありふれた方法で,その一行に野次られ,赤

面し,そして引き追った｡もう一度,長い間隙が

過ぎた｡それで,Burnsはその非常に沈んでゐる

気持を奮ひ起きうとし始めた｡Montgomeryがそ

の同じ部屋から歩いて出て来た｡Burnsは深く顔

を紅くし,その唇を引き締め,｢畜生 !｣と咳いた｡

それら友人達による可成な冷かしに耐へた後

で,彼はまもなくその晩おこった普通の浮かれ騒

ぎに気をまざらはせてしまった｡そLて,それら

友人達は彼がHighlandMaryのことを充分に見

てしまってゐると思った｡然し,その後二 ･三日

経って,彼は ｢その吐濁物に惹かれる犬｣のやう

にして,戻った.｣〔因みに,LordEglingtonには
兄弟がなかったと見るべきである｡〕

☆

我々がすでに言責んだそれら二つの短評中,いづ

れでもそれぞれの論述を否定するのには,あまり

にも尤もらしく思はれる｡また,Maryの素行に関

する光景も,発生学的に,あまりにも生々と描き

出されてゐて,抹消をする徐地がない｡

Maryは,殊更に,悪意をもって,虚偽の記述を

される理由があったやうには思ほれない｡さうす

ると,彼女は或る所で或る時に,然々の行為があっ

たのかも知れない｡この世に,光と問とがあるや

うに,そのやうに人間にも,かやうな相互に反す

る二つの面があることは,極めて自然である｡彼

女も,さういふことの例外ではなかったのかも知

れない｡

然らば,齢十四の時から,女性遍歴をしっづけ

て来てゐたBurnsが女性には事欠かぬ筈なのに,

何故敦へて,MaryCampbellの如き一介の百姓娘

partyretiredtotheElbow. Richimondwas

one,andtheytooktheirseatsintheKitchen

(sic)fromwhichtworoomsbranchedoffto

therightand left- beingalltheaccomo-

dationthehousecontained--･Afterwaiting

long,andBurnswasbeginningtoridiculetheir

suspicions,MaryCampbellappearedfromone

oftherooms,wasjeeredbythepartylna

generalway,blushedandretired.Anotherlong

intervalelapsedandBurnsbegan torally

hisspirits,which werevery much sunk.

Montgomerywalkedoutofthesameroom.

Burnscoloureddeeply,compressedhislips,

andmutturedd̀amnit'.

Afterenduringconsiderablebanteringfrom

hisfriends,hesoongavewaytothegeneral

hilarityoftheevening,andhisfriendsthought

hehadseenenoughofHighlandMary,butina

fewdaysafter,hereturned1̀ikethedogtoits

vomit'. 〔Itshouldbeobservedinpassing,that

LordEglintonhadnobrother･〕

☆

Eitherofthetwocommentswhichwehave

alreadyreadseemstobetooplausibleforusto

deny.Andagain,thepicturesofMary'sbehav-

iorsaredescribedgeneticallytoovividlyforus

toerase.

Thereseemstohavebeennoreasonswhy

Marywasfalselydescribedwithsomeinten-

tionalmalice.Ifitissowithher.Shemayhave

donesuchandsuchathingsomewhereand

sometime.Ⅰtisquitenaturalthat,asthereis

lightanddarkinthisworld,soaretheretwo

phasesoppositetoeachotherinman.shemay

havebeennoexception,ei仏er.

WhyisitthatBurns,whohadbeenwomaniz-

ingsincetheageoffourteen,andwhooughtto

havehadnolackofwomen,waspositively
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に心を惹かれ,JohnGibsonLockhartをして,

Burnsの歌謡中,最も崇高なるものと嘆美せしむ

るやうになったかの ｢天上のマリアに｣を作るま

でに至ったものか｡このやうな問ひを発するのは,

実のところ,軽薄であると非難されるかも知れな

い｡結論的に言へば,Burnsが人の性格や心情や

を見抜く目は一般人のとは興ってゐたといふべき

であらう｡彼は彼女の心底深く,その頼まれなる

姿を見ることが出来た｡

MrBannatyneは言ふ ｢彼女には,何ら世俗的

な財産も,特に知的な天既も,ありはしなかった｡

然し,彼女は詩人の愛情を獲得し保持するあれら

特有な心情をもってゐた｡Burnsと彼女との結び

附きはBurnsの生涯に於ける極端に苛酷で失意

の時期に,つまり彼がその故郷を去るより他には

何も自分には残されてはゐないのを見る時期に,

始まったのである｡Mary- 甘美にして明朗,然

し極端にまで誠実にして激烈にまで献身的な高原

の乙女が彼の生涯に入って来たのは,その時期で

あった｡そして,また物事の真価を適切に認識す

る力,そして或る程度まで人間の存在 ･価値に対

する信念と,自己 ･運命に対する自信と,を彼の

中に蘇らせるのに役立ったのは,彼女である｡｣と｡

これは,何と鋭利にして過切なる断言であらうか｡

Burnsにとっては,それ故に,Maryが他人から

如何に見られ語られるかといふことや彼女に於け

る清濁の如何やは問題ではなかった｡Maryを最

もよく知ってゐるのはBurnsであった｡Maryを

最も深く愛したのはBurnsであった｡Burnsが斯

くまでも知 り且つ愛したMaryを人のとやか く

言ふ必要が ｢今｣はあらうか｡Burnsに対する

Maryの関係は,ダンテに対するビア トリスの関

係であったと見ることに我々は何ら践緒しない｡

パリサイ人達によって引き摺り出された不潔な女

性に対してさへも,尚且つイエスは ｢地に物を書

きつつ｣,その解決に｢時｣をもってした｡何とい
ふ慈悲深い態度であったことか｡何といふ感極ま

る崇高な態度であったことか｡かくて,｢時｣を経
て,第十九世紀の ｢Mary崇拝運動｣が高原の

fascinatedbysuchamerelypeasant一girlas

MaryCampbellandhadwrittenT̀oMaryin

Heaven',whichmadeJohnGibsonLockhart

adoreitselfasthenoblestoutofhisballads,

then?Itmay,infact,berebukedassuperficoal

toputsuchaquestion,Finallyspeaking,theeye

withlVhichBurnssawintoanycharacterorany

heartinahumanbeingshouldbesaidtohave

beendifferentfromanordinaryone.Hecould

discerntheuniquefigureatherdeepbottom.

MrBannatynesays:S̀hehadnoworldly

weath,noparticularintellectualgifts,butshe

hadthosequalitiesofheartandmindwhich

gainedandretainedtheaffectionsofthepoet.'

HerassociationwithBurnscommencedata

timeofextremebitternessanddisappointment

inBurns'slife,atimewhenhesawnothingleft

tohimbuttoleavehisnativeland.Itwasthen

thatMaryenteredintohislife,asweet,guile-

less,butextremelyloyalandintenselydevoted

Highlandlassie,andsheitwaswhohelpedto

resurrectinhimaproperappreciationofthe

truevalueofthings,andtosomeextenthisfaith

inmankindandconfidenceinhimselfandhis

destiny'.Whatakeenandproperassertionthis

is!

ToBurns,therefore,itdidnotmatterwhat

Marywasregardedasandspokenofbyothers

andwhethershewaspureorimpure.Burnsit

wasthatknewMarybest.Burnsitwasthat

lovedMarymostprofoundly.Istherènow'any

needthatoneshouldsaythisorthatofMary,

whomBurnsknewandlovedso?Wedonot

hesitateatalltoseethatMaryistoBurnswhat

BeatriceistoDante.Jesus,eventotheimpure

womandrawnouttohimbythepharisees,was

yetwritingonthegroundtowaitfor̀time'to

resolvethequestion.Whatamercifulmanner

hiswas!Howextremelynobleamannerhis

was!Thusinduecourseof̀time',theMove一

meれtofMariolatryinthenineteenthcentury
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mIaryに向って始まった｡まことに,故なきことで

はな く,また時を得ざることでも,なかった｡

Mary Campbe11 の命日より後れる

こと･一週間目に当る1979年 10月27

日に,これを書き了はる- 日本･長野

大学にて｡
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didbegintotheHighlandMary.True,suchwas

notunreasonable- andnotunseasonable.

Thiswasfinishedon27thOcto-

ber1979,Oneweekaftertheanni-

versaryofMaryCampbell'sDeath
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